
四川省は広い中国の中でももっとも奥地

に所在すると言ってもよいだろう③もちろ

ん、そのさらに西側には広大な西域の諸省

すなわち青海省、西蔵ならびに新彊白治区

がありはするものの、古くからの漢民族の

領域としてはやはりもっとも内陸に所在す

る。実際にその西はほとんどチベ ッヽト高地

すなわち現在青蔵高原とよばれるものに接

するのである。

四川省は、雲南省と並んで植物の宝庫と

される。雲南省が温暖な気候の下で多くの

本直物に恵まれるのに対して、四川省はむし

ろ寒冷な条件での種類に特色がある。

もっとも、四川省の中央部をなす四川盆

地は温暖をもって知られるところで、暖地

の植4/2がよく育つ。省都成都は水田の中央

部にあり、竹がよく伸びるのがみられる。

しかし、その西北部は急速に標高を増し

て青蔵高原に追なり、6000メー トル級の山

岳にめぐらされるのである。

この地方に中国最大の湿原があり、その

規模は山地の湿原としてはむしろ世界最大

級と考えられるので、一度、踏杢してみた

いものとかねがね考えていた。1988年の夏

に、以前から親交のあった長春の東北師範

大学地理系の柴教授の斡旋を得て、同教授

の研究室との共同調査が可能となったので

ある。

道は成都から北上 してまず准県に達す

る。ここは長江 (揚子江)の 一支流、民江

中国 。ロールガイ高原の植物

本し‖晃市 辻 井 達 一

が中国でもっとも古い分流ダム都江堰に

よって分けられるところである。支流 と

いってもこのあたりでなお 200メ ー トル余

があり、堰を対岸まで渡る釣 り橋を渡 りき

るにはなかなかの勇気が要る。

民江に沿って進み、途中からさらにその

支流を遡って理県で一泊、翌朝早 く出発 し

て谷底の道を這うようにして標高を稼 ぐ。

両岸共に急斜面で激流に落ち込んでいて

斜面上部に散見される建物はいつのまにか

ほとんどが平屋根、石積みの蔵 (チベ ンヽト)

族のものに代わっている。

針葉樹が増 してきて、気温が低 くなった

な、と感 じたあたりが川との分かれで、こ

こからは急斜面を九十九折れに上がって、

遂にこのルー トの最高点 4200メ ー トルの

Bll経寺の峠に立った。この時にはまだ、そ

れぼどとも思わなかったが、やはり軽い高

山病にやられて 2日 ほど頭が痛かった。

峠を高原に向かって下 りると、ツガやモ

ミの森林がかえって減少する。標高が低 く

なるのだから少々、妙な気がするのである

が、これは峠付近が気候の分かれ目になっ

ているためで、実際、そのあたりではほと

んど常に霧が巻いている。ここから北西に

かけては次第に乾燥した気候の支配するチ

ベ ン`ト高原に入るのである。

高原に入って最初の町は紅原である。こ

の名は、毛沢東率いる中国紅軍が、いわゆ

る長征の途次、通過 したことから名付けら
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れたという。この頃のことは朱徳将軍から

取材 したアグネス ・スメドレーの
｀
偉大な

る道
〃
に詳しい。 (しかし、スメドレーの記

述は朱徳からの取材というだけにやはり紅

軍に傾いていることはすiめないようだ。当

時、この高原を通過するにあたって、紅軍

は、しないでもいいはずの苦労をして縮原

の中を通過 している。周辺か 'っのチベ ット

族の襲撃が甚だしかったためで、た正軍は決

して歓迦されたのではなかった。)

さて、紅原では、ここに置かれている■

原研究所で標本 を見せて もらった り、ス

タッフの助力を得て、近隣の調査を行った

りした①このあたりでは泥炭を堀 リキ11げて

燃料に使っている。

紅原を過 ぎ唐克に草って、初めて黄河を

児た。そのもっとも接近する索格蔵寺で、

lllい1子を幾つか越えて黄河の岸辺に立って

みた。名のほどには水は丈色ではない。実

は、黄河はここではまだ泥を含んではいな

くて、ここから一 IL、大きく引ヒ西に曲が り

廿粛省から内蒙古の黄土地帯を通過する時

にま色に染めあげられるのである。

道はここからいよいよ最大の湿原地帯の

中央音卜を横四千することになる。唐克から孝杵

爾蓋 (ロールガイ)ま でのほぼ 100キ ロで

あるが、ただ一望の平士卜とな湿原というので

はなくて、幾つかのゆるやかな起伏に不批

貝Jに隊:切られた湿原の連続である。

起伏は比高およそ 150メ ー トルから200

メー トル程度の丘陵状のなだらかな山地

で、まったく樹木を欠き、丈のlltい!中本で

被われてお り、遠 11には芝生でカバーされ

ているように見える。
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一旦、目的地ロールガイに根拠地を置い

た私たちは、道をやや引き返してロールガ

イからおよそ20キ ロほど離れた小さな丘

陵の麓にキャンプを設定した。この丘は、

先に述べた起伏の典型的なものの一つで、

草原が盛り上がった、というような感じが

する。実際、丘の植物組成は草原そのもの

であった。

すなわち、そのもっとも低 くて湿原に

接っしようとする部分は、草句と呼ばれて

やや卓丈の長い草本すなわちDのビ筋筋 (イ

ネ科)の 類などが多く現れる。丘を登るに

したがっていわゆる高山本向物が次ぎつぎに

現れ、お花畑の様相を呈する。たとえば

Asサ2γ α″物品 θりけ%のな θび力殉びのんα筋,

Gσ%ナル%α s%う2tlガゐθ%ゲら C.び 匂Nガびα物〃れ

九 ごθ%ゲナ2ィ物 b夕有ご7ごろ つθグ″″″物 ,Sα ttss7τttα 乃ク%一

びんガα%α,Pcプグび物′αγis′θ軋亀ルlαごσクタθSα,F4 ′θ%―

g夕 θ紹 , 冤 んα′たナ物 772S物 ガナんれ 財 夕の Sα物 物

s滋んあ夕%s夕, E″″θみガタ物 クα″%Sナ々, こ″匂2α

α″ %αなどが咲き乱れている。そして、し

ばしばイブキ トラノオに似た乃 仇即物物

ψttα夕殉S筋びの物772の大きな群落が広がって

いる。

このあたりの山には、そのほとんどに大

小の石灰岩の露頭があり、ニクθ%方のθrli筋ク物

クαあSナ々 ,A%″ んα施 んα%んθび拷ゲゲなどが現れ

るのが特徴的である。また、中国名を狼毒

というジンチョウゲ呑斗の Sル〃夕紹 びんαttαか

ルsttθも目を引く存在であった。

つまり、それは尾瀬の至仏山、早池峰山、

北海道なら嵯山あるいは大平山などの例に

近い、いわゆる超塩基性岩植生なのである。

もっと大きな露頭は、この高原のもっとも

北に近いあたりで草原を囲む山々でも見ら

れた。

こうして草原と湿原とに介在し、あるい

は周囲を取り囲むように連なる山々が塩基

性の基岩を持つならば、その斜面から流れ

こむ水が、それらを溶かしこんでいるのは

当然である。そこで、この世界最大の高山

湿原は、通常の泥炭地にみられるよりもは

るかに酸性度が低 く保たれる。むしろ、酸

性であるというよりもアルカリ性であると

いうほうが近い。

そこで、湿原の植生を改めて調べてみる

と、確かにそのイ頃向が出ていて、まず、酸

性の条件に強いミズゴケシん客%ク物が全

く現れない。そして、湿原の中ですらウス

ユキソウ属、ヤハズハハコ類が生育し、シ

バナの伸問 ご代 Jθび″% ″%αガナゲ7922を物, α

クα′%Sナ″ もみられるのであった。

湿原の主役はズ肋″stia属 (ズ.ナカ冴たα,

ズ.勉 物αクα)と 、中国では苔草と書くスゲ

属 (6?%街 ク″27′υな, C.夕 %θθ夕?イル″,C.

物sグθごαっα, C.物 の物 %α, C.物 %″ビ%s,な

ど)お よびイの類である。

これらの加えて湿原を彩るのはここでも

やは り免蛯%冴筋属、Rα物 %び%′%s届 な ど

が多かったが、湿原の縁に近いところや、

流れに沿ってはキク科の 9歓 惚%サんθ″2ィ物

属の幾つかが目立つ存在であった。

この湿原についての植物生態学的研究は

先にその一部が家畜 (主としてヤクとヒツ

ジ)の 放牧 との関連においてまとめられて

発表された。湿原そのものについては水位

の変動量などのデータとともに近々、報告

- 1 0 -



A%″ /2α′為 んα72カθご拷グ″ S′冴′θtt σ力αttα″αS物タ

乃冴ご″筋ガs Fr7′?r4″θ紹 C々 ″2α″ナカθ″′̀772,筋″方ごど″″ご2ど,″α

されることになろう。

ロールガイ高原は、湿原としては中国最

大だが、その放牧利用は古くからチベ ンヽト

系住民によって行われていて、自然オ直生に

は乏しい。各所に放牧の影響が強度に表れ

ており、現在みられるのは半自然の二次的

本直生である。

その意味では先に挙げた丘陵地の高山お

花畑もまた、放牧によって維持されている、

あるいは放牧に耐えて生き残った植物によ

る一種のアルフ
°
植生であるということがで

きる①
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